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平成 3 0 年 1 2 月 2

　９月４日・５日・６日の３日間で１４名の議員が

市政全般にわたる施策の状況や方針などについて、

市当局に問い質しました。要約をご紹介します。

　左記の二次元バーコードを、スマートフォン等の

バーコードリーダーで読み取るか、奄美市議会ホー

ムページで一般質問の録画中継がご覧いただけます。

議会録画配信はこちら
１ 川口 幸義
２ 橋口 和仁
３ 竹山 耕平
４ 与 勝広
５ 三島 照

１ 平川 久嘉
２ 栄 ヤスエ
３ 関 誠之
４ 橋口 耕太郎
５ 奥 輝人

１ 戸内 恭次
２ 林山 克巳
３ 﨑田 信正
４ 安田 壮平 議会録画配信

川口 幸義
（自由民主党）

奄
美
群
島
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
セ
ー
フ
テ
ィ

　
　
ネ
ッ
ト
基
金
活
用
に
つ
い
て

橋口 和仁
（自民新風会）

第３回定例会 一般質問

市政を問う

問

奄
美
群
島
の
行
動
計
画

に
つ
い
て

答

（
単
収
が
対
平
年
７
中

５
年
平
均
）
10
％
以
上
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
土

づ
く
り
、
新
植
・
補
植
・
か

ん
水
作
業
等
の
取
組
を
支
援

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
型

の
基
金
と
し
て
運
用
さ
れ

る
。
台
風
19
号
の
減
収
は
、

９
％
で
あ
っ
た
。

答

奄
美
大
島
の
加
入
率
は

21
・

７
％
で
、
奄
美
群
島
全

体
の
45

・

62
％
、
鹿
児
島
県

全
体
の
57

・

８
％
を
下
回
っ

て
い
る
状
況
。

答

平
成
31
年
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
収
入
保
険
制
度

は
、
現
行
の
農
業
災
害
補
償

制
度
と
異
な
り
、
品
目
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害

に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な

く
、
価
格
低
下
な
ど
を
含
め

た
農
業
経
営
全
体
の
収
入
減

少
を
補
償
す
る
仕
組
み
の
国

の
共
済
制
度
で
あ
り
、
農
家

経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
役
割
を
担
う
事
が

期
待
さ
れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
防
災
・
災
害
情
報
の
伝
達

手
段
に
つ
い
て

○
児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境

整
備
に
つ
い
て

答

今
回
の
延
期
勧
告
の
理

由
に
つ
い
て
は
、
推
薦
地
は

連
続
性
に
欠
け
、
遺
産
の
価

値
の
証
明
に
不
必
要
な
分
断

さ
れ
た
小
規
模
な
区
域
が

複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
・

推
薦
地
の
連
続
性
の
観
点

で
、
沖
縄
の
北
部
訓
練
場
返

還
地
が
重
要
な
位
置
づ
け
に

あ
る
が
、
推
薦
地
に
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
の
２
点
と

な
っ
て
い
る
。
行
動
計
画
に

つ
い
て
は
、
６
月
議
会
で
も

答
え
た
と
お
り
、
推
薦
書
と

と
も
に
提
出
さ
れ
た
「
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北

部
及
び
西
表
島
世
界
自
然
遺

産
推
薦
地
包
括
的
管
理
計

画
」
の
具
体
的
な
行
動
計
画

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
島
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
住
用
町
和
瀬
集
落
の
危
機

管
理
に
つ
い
て

○
土
木
行
政
に
つ
い
て

 

・ 

コ
ン
サ
ル
業
者
指
名
の
在

り
方
に
つ
い
て

 

・
最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て

 

・
小
宿
漁
港
に
つ
い
て

○
本
場
大
島
紬
協
同
組
合

と
本
場
大
島
紬
販
売
協
同

組
合
の
合
併
に
向
け
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

問

台
風
被
害
に
於
け
る
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
基
金
活
用
に
つ
い
て

問

サ
ト
ウ
キ
ビ
共
済
の
加

入
率
に
つ
い
て

問

収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て

１
日
目

２
日
目

３
日
目

サトウキビ共済
奄美大島加入率

加入
21.7％

未加入
78.3％

※質問順に掲載



3 平成 3 0 年 1 2 月

三島 照
（日本共産党）

竹山 耕平
（自民新風会）

黒
糖
焼
酎
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
自
衛
隊
基
地
建
設
に
伴
う

　
　
　
　
経
済
効
果
に
つ
い
て

与 勝広
（公明党）

問

中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
、
末
広
・
港
土
地
区

画
整
理
事
業
と
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
事
業
完
了
後
の
効
果

及
び
成
果
に
つ
い
て

問

ノ
ネ
コ
セ
ン
タ
ー
運
用

状
況
・
課
題
に
つ
い
て

問

野
良
猫
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業

状
況
と
島
内
他
４
町
村
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

答

今
年
度
よ
り
海
外
販
売

拡
大
の
支
援
策
と
し
て
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

の
運
営
負
担
金
を
拠
出
し
て

い
る
。
関
係
市
町
村
・
広
域

事
務
組
合
・
鹿
児
島
県
と
も

連
携
し
、
酒
造
組
合
と
も
協

議
を
重
ね
具
体
的
な
要
望

等
を
踏
ま
え
今
後
も
対
応

し
た
い
。

答

捕
獲
実
績
（
8
月
31
日

現
在
）
13
頭
の
ノ
ネ
コ
が
捕

獲
さ
れ
た
。
今
後
は
捕
獲
機

の
設
置
方
法
や
設
置
場
所
等

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
捕
獲
効

率
を
上
げ
て
い
く
計
画
。
ま

た
、
広
報
紙
等
を
活
用
し
譲

渡
希
望
者
を
募
っ
て
い
く
。

答

ノ
ネ
コ
発
生
源
対
策
と
し

て
左
記
の
通
り
。
課
題
で
あ

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
平

成
31
年
度
か
ら
５
市
町
村
、

統
一
し
て
奄
美
大
島
ね
こ
対

策
協
議
会
で
行
う
計
画
。

答

中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
賑
わ

い
に
満
ち
た
中
心
市
街
地
の

形
成
を
目
的
に
、
平
成
29
年

度
か
ら
平
成
33
年
度
の
５
ヶ

年
を
事
業
期
間
と
し
「
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
」
や
「
子
育

て
・
保
健
・
福
祉
複
合
施
設
」

の
整
備
な
ど
に
併
せ
様
々
な

ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
市
民
や

観
光
客
が
集
ま
り
交
流
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

　

末
広
・
港
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
市
街
地
へ
の
良
好

な
ア
ク
セ
ス
や
防
災
機
能
の

強
化
に
努
め
、
賑
わ
い
に
満

ち
た
魅
力
あ
る
中
心
市
街

地
を
整
備
す
る
事
を
目
的

に
、
実
施
し
て
い
る
。

　

名
瀬
本
港
地
区
の
埋
立
事

業
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街

地
を
補
完
す
る
新
た
な
業
務

用
地
の
整
備
と
末
広
・
港
土

地
区
画
整
理
事
業
や
そ
の
他

の
各
種
公
共
事
業
に
お
け
る

代
替
用
地
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
奄
美
市
開
発
公

社
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

基
地
交
付
金
は
、
自
衛

隊
が
飛
行
場
、
演
習
場
、
弾

薬
庫
、
燃
料
庫
及
び
通
信
施

設
の
用
に
供
す
る
国
有
財
産

を
対
象
と
す
る
交
付
金
で
当

該
交
付
金
予
算
の
対
象
と
な

る
全
国
の
国
有
財
産
で
按
分

し
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。

答

自
衛
隊
配
備
後
の
歳
入

増
加
額
も
見
極
め
た
上
で
新

た
な
施
策
の
計
画
・
展
開
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

答

庁
内
検
討
委
員
会
や
、

庁
内
事
務
担
当
者
で
組
織
す

る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
意
見
交
換
を
実
施
し
、

条
例
の
適
用
範
囲
、
労
働
報

酬
下
限
額
の
決
定
方
法
、
実

効
性
の
確
保
に
伴
う
実
務
量

の
増
加
な
ど
課
題
が
見
え
て

き
た
。
建
設
業
の
資
金
調
達

の
円
滑
化
を
支
援
す
る
中
間

前
払
制
度
入
札
制
度
の
見
直

し
も
取
り
組
ん
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
中
小
企
業
振
興
条
例
に
つ
い
て

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

問

自
衛
隊
基
地
建
設
に
伴

う
経
済
効
果
に
つ
い
て

問

自
衛
隊
基
地
建
設
に
伴

う
歳
入
を
見
込
ん
で
市
民
へ

の
活
用
計
画
は
あ
る
の
か

問

公
契
約
条
例
制
定
に
向

け
て
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の

か
、
現
状
と
課
題
は

問

黒
糖
焼
酎
産
業
の
現
状

と
事
業
展
開
に
つ
い
て

これまでの
実績 H30 計画

奄美市 837 匹 440 匹
龍郷町 725 匹 240 匹

瀬戸内町 393 匹 150 匹
大和村 272 匹 100 匹
宇検村 155 匹 100 匹

合計 2382 匹 1030 匹ノネコセンター



平成 3 0 年 1 2 月 4

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ

　
　
　
　
向
け
て
の
再
取
組
み

　
防
災
行
政

　
　
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

　
奄
美
市
中
心
商
店
街
の

　
　
　
　
　
将
来
像
に
つ
い
て

関 誠之
（社会民主党）

平川 久嘉
（無所属）

栄 ヤスエ
（公明党）

答

奄
振
延
長
の
目
玉
は
、

農
林
水
産
物
の
移
出
コ
ス
ト

支
援
に
加
え
、
加
工
品
の
移

出
や
原
材
料
等
の
移
入
に
か

か
る
輸
送
費
支
援
、
航
路
・

航
空
路
運
賃
軽
減
の
拡
充
を

住
民
に
準
ず
る
者
（
群
島
外

の
学
校
等
に
進
学
す
る
学
生

な
ど
）
に
も
適
用
し
、
平
成

30
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
の

「
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」

を
継
続
す
る
こ
と
と
考
え
て

い
る
。

答

「
市
役
所
本
庁
舎
の
建

設
」「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」

「
子
育
て
・
保
健
・
福
祉
複

合
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
大
型
事

業
が
進
行
中
で
あ
り
、
中
心

市
街
地
に
都
市
機
能
が
集

約
さ
れ
、
利
便
性
が
高
ま
り
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世

代
間
を
問
わ
ず
快
適
な
生

活
空
間
が
形
成
さ
れ
る
と
期

待
し
て
い
る
。
今
後
の
中
心

市
街
地
活
性
化
計
画
は
、
旧

計
画
の
課
題
や
反
省
点
を
整

理
し
た
う
え
で
作
成
し
た
。

数
値
目
標
や
民
間
事
業
と
の

連
携
、
毎
年
事
業
検
証
を
行

い
確
実
に
推
進
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
笠
利
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
委
託
状
況
に
つ
い
て

○
オ
ス
プ
レ
イ
の
緊
急
着
陸

に
つ
い
て

答

長
期
に
わ
た
る
避
難
所

運
営
は
、
避
難
者
、
地
域
、

市
が
相
互
に
協
力
・
連
携
し

運
営
す
る
こ
と
が
必
要
。
本

年
５
月
に
策
定
し
、
奄
美
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
中
。

答

未
接
種
者
に
対
し
て
は
、

広
報
紙
で
再
周
知
を
行
っ
て

い
る
が
、
他
の
方
法
も
検
討

し
、
多
く
の
方
に
接
種
し
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

力
が
強
く
、
５
歳
ま
で
に
ほ

ぼ
全
て
の
子
ど
も
が
感
染
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
は
、
１
万
４

千
円
～
１
万
５
千
円
で
全
額

自
己
負
担
。
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

○
学
校
に
登
校
で
き
な
い
児

童
生
徒
に
つ
い
て

○
防
災
マ
ッ
プ
作
成
に
つ
い
て

答

地
域
連
絡
会
議
に
お
い

て
来
年
２
月
１
日
ま
で
に
は

推
薦
書
を
再
提
出
し
、
２
年

後
の
登
録
を
目
指
す
。
沖
縄

県
と
の
連
携
し
た
職
員
派

遣
、
広
域
圏
交
流
事
業
や
地

域
住
民
の
理
解
と
支
援
を
得

る
た
め
の
各
種
団
体
向
け
の

出
前
講
座
や
希
少
種
保
護

の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
、
登
録
に
向
け
て
の

機
運
の
醸
成
を
再
度
図
っ
て

い
る
。

答

良
好
な
景
観
の
保
全
・

活
用
を
図
る
た
め
、
市
全
体

の
景
観
計
画
の
作
業
を
進
め

て
い
る
。
景
観
形
成
方
針
や

景
観
計
画
区
域
、
良
好
な
景

観
の
形
成
の
た
め
の
制
限
に

関
す
る
事
項
等
を
定
め
、
具

体
的
に
は
各
種
団
体
、
建
築

や
自
然
・
文
化
の
専
門
家
、

関
係
業
界
関
係
者
な
ど
で

構
成
す
る
策
定
委
員
会
等

で
検
討
し
て
い
く
。
平
成
31

年
度
中
の
条
例
制
定
を
予

定
す
る
。

答

中
学
校
体
育
の
授
業
に

お
け
る
武
道
は
各
学
校
の
特

色
に
応
じ
て
10
時
間
程
度
で

計
画
、
武
道
の
伝
統
的
考
え

方
、
相
手
を
尊
重
す
る
練
習

な
ど
が
成
果
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。

問

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
登
録
延
期
で
指

摘
さ
れ
た
後
の
取
組
み
は

問

奄
美
ら
し
い
景
観
保
全
は

問

武
道
教
育
の
現
状
は

問

奄
振
法
延
長
・
拡
充
に

つ
い
て
の
市
長
見
解

問

奄
美
市
中
心
商
店
街
の

将
来
像
に
つ
い
て

問

災
害
発
生
時
の
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
状
況
は

問

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
事
業
の
経

過
措
置
が
今
年
度
ま
で
。

接
種
で
き
な
か
っ
た
市
民
の

救
済
措
置
に
つ
い
て

問

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接

種
の
公
費
助
成
で
保
護
者
の

負
担
軽
減
は
で
き
な
い
か
。

ロタウイルス

主な症状は、水のような下痢、吐
き気、嘔吐、発熱、腹痛で、乳幼
児は激しい症状が出ることが多い
ウイルス。感染力が強く、ごくわ
ずかなウイルスが体内に入るだけ
で感染する。

末広港線
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奥 輝人
（自由民主党）

市
民
参
加
型
の

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を

西
郷
ど
ん
の
波
及
効
果
は
？

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
利
用
に
つ
い
て

橋口 耕太郎
（公明党）

戸内 恭次
（無所属）

問

年
に
１
度
防
災
に
つ
い
て

の
市
民
参
加
型
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
は
で
き
な
い
か

問

老
朽
化
し
た
水
道
管
の

整
備
計
画
は

問

小
中
学
校
普
通
教
室
へ

冷
房
設
置
は
で
き
な
い
か

問

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ

い
て
本
市
の
見
解
は

問

西
郷
ど
ん
の
波
及
効
果

に
つ
い
て

問

奄
美
空
港
の
名
称
を
「
奄

美
愛
加
那
空
港
」
へ
と
提
案

す
る
が
ど
う
か

問

消
防
団
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
奄
美
市
の
団
員
数
と

充
足
率
に
つ
い
て

問

団
員
の
確
保
対
策
に
つ

い
て

問

笠
利
地
区
の
土
層
改
良

事
業
の
計
画
に
つ
い
て

問

畑
総
地
区
以
外
へ
の
導

入
に
つ
い
て

地区
別

条例
定数
（人）

実員
（人）

入団率
(％）

名瀬 262 234 89.3
住用 58 50 86.2
笠利 132 115 87.1
全体 452 399 88.3

© 鹿児島県

答

奄
美
豪
雨
災
害
の
教
訓

を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
市
民

に
防
災
意
識
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
非
常
に
大
事
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
と
併
せ
効

果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
開
催

方
法
等
を
検
討
し
た
い
。

答

末
広
・
港
土
地
区
画
整

理
事
業
や
名
瀬
港
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
整
備
事
業
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
基
幹
管
路
の
整
備

を
図
っ
て
い
る
。今
後
、病
院
、

避
難
所
等
へ
の
重
要
給
水
施

設
を
優
先
に
更
新
及
び
耐
震

化
を
図
る
。

答

前
回
定
例
会
で
島
根
県

松
江
市
の
家
庭
用
機
器
の
導

入
の
紹
介
が
あ
っ
た
が
、
暑

さ
対
策
の
解
決
方
法
の
一
つ

と
し
て
そ
の
検
証
情
報
を
参

考
に
し
た
い
。
ま
た
、
国
の

動
向
を
注
視
し
対
策
方
法

も
含
め
検
討
し
た
い
。

答

幼
児
教
育
を
推
進
す
る

重
要
な
施
策
。
国
に
は
早
く

詳
細
の
整
備
・
説
明
、
地
方

と
の
協
議
を
行
い
必
要
な
準

備
期
間
を
設
け
て
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答

観
光
客
の
増
加
と
共
に
、

ロ
ケ
地
を
訪
れ
る
市
民
の
増

加
も
見
ら
れ
奄
美
編
の
放
送

に
よ
る
市
民
の
意
識
の
向
上

も
図
ら
れ
、
島
内
外
で
効
果

が
出
て
い
る
と
感
じ
る
。

答

関
係
機
関
と
協
議
を
し
、

検
討
し
て
い
く
。

答

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

答

消
防
団
合
同
訓
練
時
や

消
防
団
幹
部
会
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
奄
美
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
・
奄
美
市
だ
よ
り
等
で
募

集
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
。

答

今
年
度
か
ら
、
宇
宿
・

万
屋
地
区
を
予
定
し
、
完
了

次
第
、
須
野
・
崎
原
地
区
・

辺
留
・
大
笠
利
地
区
を
考
え

て
い
る
。

答

節
田
の
犬
山
地
区
・
平

の
坂
山
田
地
区
に
つ
い
て

は
、
県
単
事
業
が
可
能
で
あ

り
、
事
業
採
択
に
向
け
、
要

望
し
て
い
く
。

答

平
成
29
年
度
の
、
成
田

関
空
便
の
２
路
線
合
計
は
約

19
万
６
千
人
で
あ
っ
た
。

答

約
77
億
８
７
０
０
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

答

奄
振
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
効
果
が
表
れ
て
お

り
、
来
年
度
の
奄
振
予
算
で

も
補
助
を
継
続
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

答

中
部
～
鹿
児
島
、
鹿
児

島
～
奄
美
路
線
の
８
月
の
搭

乗
率
は
、
約
８
割
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

答

現
状
は
土
地
所
有
者
が

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
市
の
管
理
や
寄
付
の
受

入
れ
に
つ
い
て
は
研
究
課
題

と
す
る
。

答

金
久
、
朝
日
両
公
園
は

洋
式
化
完
了
、
赤
崎
、
三
方

両
公
園
は
本
年
度
事
業
で

実
施
、
来
年
度
は
井
根
公

園
の
洋
式
化
を
実
施
予
定
。

答

ふ
れ
愛
パ
ー
ク
壁
面
に

本
年
度
内
に
設
置
予
定
。

答

肥
育
業
は
厳
し
い
と
考

え
る
。

問

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
利
用
に
つ
い
て

問

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
経
済
効
果
は

問

Ｌ
Ｃ
Ｃ
へ
の
補
助
金
投

入
に
つ
い
て

問

ス
カ
イ
マ
ー
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

問

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
り
生

じ
た
土
地
の
管
理
に
つ
い
て

問

公
園
の
ト
イ
レ
改
善
を

問

観
光
客
に
も
わ
か
り
や

す
い
ト
イ
レ
案
内
板
設
置
を

問

奄
美
で
肥
育
業
は
可
能
か



平成 3 0 年 1 2 月 6

　
奄
美
市
の
夢
・
希
望

　
　
　
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て

　
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の

　
　
経
済
効
果
と
船
の
規
模
は

　
全
て
の
高
校
生
に

　
　
　
　
バ
ス
通
学
費
支
援
を
！

安田 壮平
（自民新風会）

﨑田 信正
（日本共産党） 

林山 克巳
（自民新風会）

答

29
年
度
末
現
在
、
延
べ

８
９
７
３
名
に
対
し
、
２
回

の
方
９
４
７
名
、
３
回
以
上

の
方
２
７
２
名
で
、
リ
ピ
ー

ト
率
は
約
13

・

５
％
。

答

小
中
学
校
の
電
子
黒
板

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
あ
や
ま
る

岬
の
フ
ァ
ン
シ
ー
サ
イ
ク
ル

な
ど
に
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て

分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

今
後
は
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
も
公
表
・
発
信
し
た
い
。

答

笠
利
・
住
用
地
区
を
は

じ
め
、
協
力
隊
を
募
集
す
る

案
件
の
調
査
や
地
域
の
課
題

を
整
理
し
、
検
討
し
た
い
。

答

住
用
か
ら
名
瀬
に
通
う

生
徒
に
は
１
／
３
、
笠
利
町

外
か
ら
大
島
北
高
に
通
う
生

徒
に
は
２
／
３
の
バ
ス
通
学

費
補
助
が
あ
る
。
笠
利
か
ら

名
瀬
に
通
う
生
徒
に
は
補
助

が
な
く
、
現
在
23
名
程
が
バ

ス
通
学
し
て
い
る
。
進
学
校

選
択
の
動
向
調
査
や
大
島
北

高
の
生
徒
数
へ
の
影
響
等
を

分
析
し
、
多
く
の
方
々
か
ら

意
見
を
頂
い
て
検
討
し
た

い
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者

の
リ
ピ
ー
ト
率
は

問

頂
い
た
寄
付
金
の
活
用

状
況
を
公
表
し
て
い
る
か

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

来
年
度
以
降
の
展
開
は

問

笠
利
か
ら
名
瀬
へ
の
高

校
バ
ス
通
学
支
援
に
つ
い
て

答

１
回
の
寄
港
で
経
済
効

果
は
５
８
０
０
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。
施
政
方
針
で
の

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
７
万
～

８
万
ト
ン
を
想
定
し
て
い
る

一
般
的
に
は
10
万
ト
ン
以
上
。

答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
個
人
、

事
業
所
主
体
で
５
箇
所
あ

る
。
子
ど
も
食
堂
の
み
を
対

象
と
し
た
補
助
等
は
行
っ
て

い
な
い
。

答

現
在
実
施
し
て
い
る
店

舗
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
は
、
中

心
市
街
地
の
商
業
集
積
の
立

地
促
進
を
図
る
た
め
、
区
域

内
で
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

地
区
外
か
ら
の
要
望
も
出
て

お
り
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

答

厚
生
労
働
省
は
、
一
時
扶

助
で
冷
房
器
具
の
購
入
を
認

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
支
給

対
象
世
帯
は
７
月
末
で
18
世

帯
と
な
っ
て
い
る
。
説
明
や

相
談
に
応
じ
て
適
切
な
対
応

に
努
め
て
い
る
。

答

平
成
27
年
度
１
６
５
３

億
円
、
28
年
度
２
８
４
４
億

円
、
29
年
度
３
６
５
３
億
円

と
伸
び
て
お
り
、「
ふ
る
ぽ
」・

「
楽
天
」
そ
し
て
新
た
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
さ
ら
な
る

展
開
を
考
え
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
終
了
後
も
こ

の
ス
キ
ル
を
構
築
し
て
特
産

品
販
売
に
活
用
し
て
い
け
る

と
期
待
し
て
い
る
。

答

測
候
所
街
区
に
お
け
る

「
子
育
て
・
保
険
・
福
祉
複

合
施
設
」、「
バ
ス
セ
ン
タ
ー
・

複
合
施
設
」
な
ど
ハ
ー
ド
面

で
の
整
備
も
計
画
さ
れ
、
同

時
に
ソ
フ
ト
事
業
を
通
し
て

賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
を
目

指
し
て
い
る
。
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成

31
年
度
に
土
地
の
分
譲
手

続
き
を
開
始
す
る
。

答

教
育
分
野
に
お
い
て
、

電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
「
質
の
高
い
授
業
」

を
目
指
し
、
観
光
振
興
に
お

い
て
は
、
観
光
客
対
応
の
要

を
担
い
、
ま
た
労
働
人
口
減

少
の
切
り
札
と
し
て
も
期
待

し
て
い
る
。

答

大
浜
海
浜
公
園
の
整
備

を
進
め
「
海
」
の
魅
力
発
信

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
観
光

拠
点
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
経

済
効
果
と
船
の
規
模
は

問

子
ど
も
食
堂
の
本
市
の

実
態
は

問

本
市
全
域
を
対
象
と
し

た
商
店
版
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

の
実
施
を

問

生
活
保
護
世
帯
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
の
現
状
に
つ
い
て

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗

状
況
と
展
望
に
つ
い
て

問

末
広
・
港
土
地
区
画
整

理
事
業
と
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
整

備
事
業
に
つ
い
て

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
向
け
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

つ
い
て

問

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
流

れ
る
プ
ー
ル
」
に
つ
い
て

3回以上：272名
2回：947名

1回：7754名

延べ人数：8973人
リピート率：13.5%

クルーズ客船　フォーレンダム

大浜海浜公園

ふるさと納税購入品
貼付用ステッカー



7 平成 3 0 年 1 2 月

９月１２日 文教厚生委員会
９月１３日 産業建設委員会
９月１４日 総務企画委員会

総
務
企
画
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

審査概要
常任委員会

上記の日程で議案について審査しました。
補正予算の審査について一部ご紹介します。

第３回定例会

観
光
施
設
整
備
費　
工
事
請
負
費　
　
　

▼
１
３
１
８
万
９
千
円

大
浜
海
浜
公
園
内
の
第
一
駐
車
場
先
の
芝
生
広
場
に

休
憩
棟
と
し
て
高
倉
の
整
備
費
及
び
、
芝
生
広
場
に

建
設
中
の
バ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
外
構
工
事
と
し
て
計
上

し
た
も
の
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
建
設
費　

工
事
請
負
費　
　
　
　
　
▼
４
０
０
０
万
円

赤
木
名
地
区
の
処
理
場
に
か
か
る
杭
基
礎
補
強
工
事

に
か
か
る
も
の
。

観
光
費　
委
託
料　
　
　
　
▼
１
３
０
０
万
円

多
言
語
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
製
作
費
や
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
業
務
等
に
か
か
る
も
の

問

多
言
語
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
業
務
と
は

答

奄
美
大
島
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
・
の
ん
び
り

奄
美
を
英
語
・
中
国
語
の
繁
体
字
・
簡
体
字
・
韓

国
語
の
４
ヵ
国
語
で
作
成
を
行
う
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
も
作
成
す
る

業
務
で
あ
る
。

若
年
末
期
が
ん
患
者
に
対
す
る
療
養
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
86
万
４
千
円

在
宅
療
養
を
行
う
40
歳
未
満
に
支
援
す
る
も
の
。

問

対
象
者
は
何
名
な
の
か

答

県
内
で
年
間
10
名
程
度
、
本
市
に
お
い
て
は

年
間
１
名
か
ら
２
名
程
度
を
見
込
ん
で
い
る

地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
２
６
８
万
円 

青
少
年
支
援
に
実
績
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
一
部
業

務
委
託
を
し
て
進
め
る
予
定
の
も
の
。

問

地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
詳
細
は

答

非
行
傾
向
に
あ
る
青
少
年
に
対
す
る
実
態
調

査
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
合
同
で
行
い
、
お
互
い
の
信

頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
や
必
要
な
取
り
組
み
を
検
討
し
、
個
別
に
適

切
な
助
言
な
ど
を
行
う
。

社
会
教
育
施
設
管
理
費　
工
事
請
負
費

▼
３
５
０
０
万
円 

奄
美
振
興
会
館
全
体
の
空
調
機
器
を
一
括
管
理
す
る

中
央
監
視
装
置
の
経
年
劣
化
に
伴
う
取
り
替
え
更
新

工
事
に
か
か
る
も
の
。

文
化
財
保
護
費　
　
　
　
　
　

▼
77
万
１
千
円 

開
発
行
為
の
計
画
段
階
に
お
い
て
埋
蔵
文
化
財
の
有

無
や
そ
の
影
響
等
に
つ
い
て
照
会
し
埋
蔵
文
化
財
の

保
護
と
開
発
行
為
の
進
捗
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
協

議
調
整
を
図
り
な
が
ら
実
施
す
る
も
の
。

本
場
大
島
紬
購
入
費
等
助
成
金 

▼
５
０
０
万
円

本
場
大
島
紬
の
振
興
を
図
る
た
め
、
反
物
の
購
入
及

び
仕
立
て
費
用
の
一
部
の
助
成
を
行
う
も
の
。

産
業
建
設
委
員
会

地
方
創
生
推
進
費　
奨
励
金
助
成
金

▼
４
７
９
万
円

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
移
住
者
に
対
し
て
行
な
っ

て
い
る
住
宅
購
入
費
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
申
請

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
増
額
し
た
も
の
。

奄
美
歴
史
探
訪

「
幕
末
・
明
治
」
推
進
事
業
費
負
担
金

▼
89
万
８
千
円　
減

県
の
地
域
振
興
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
減

額
補
正
。
西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
地
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
ロ
ケ
地
、
白
糖
工
場
跡
、
南
島
雑
話
、
琉
球
嶌

真
話
（
と
う
し
ん
け
い
）
に
描
か
れ
た
場
所
な
ど
の

周
遊
ル
ー
ト
を
構
築
し
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
も
の
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備
事
業
負
担
金

▼
１
２
６
０
万
円　
減

奄
美
市
の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
市
内
未

整
備
地
区
へ
の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て
、

そ
の
費
用
の
一
定
額
を
市
が
負
担
し
、
民
設
民
営
方

式
に
よ
る
基
盤
整
備
を
図
る
事
業
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

と
の
協
定
額
が
定
ま
っ
た
た
め
減
額
す
る
も
の
。

問

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
が
１
０
０
％
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
待
で
き
る
効
果
は
。

答

１
０
０
％
整
備
で
き
る
こ
と
で
当
然
全
世
帯
が

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

情
報
化
と
し
て
は
大
変
な
進
歩
と
考
え
て
い
る
。
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第３回定例会の主な議案

議案等番号 件名 議決結果 付託委員会

専決処分の報告について
（専決第８号　和解及び損害賠償の額を定めることについて）

議案第 61号 平成 30 年度奄美市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決 全委員会

議案第 62号
平成 30 年度奄美市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
２号）について

原案可決 文教厚生

議案第 63号
平成 30 年度奄美市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
補正予算（第１号）について

原案可決 文教厚生

議案第 64 号
平成 30 年度奄美市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
について

原案可決 文教厚生

議案第 65号
平成 30 年度奄美市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
について

原案可決 産業建設

議案第 66号
平成 30 年度奄美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
について

原案可決 産業建設

議案第 67 号 平成 30 年度奄美市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決 産業建設

議案第 68 号 奄美市行政不服審査会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 総務企画

議案第 69号
奄美市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決 総務企画

議案第 70 号 奄美市手数料条例に一部を改正する条例の制定について 原案可決 文教厚生

議案第 71号
奄美市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例に制定について

原案可決 文教厚生

議案第 72号
奄美市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決 文教厚生

議案第 73号
奄美市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決 文教厚生

議案第 74 号 新たに生じた土地の確認について 原案可決 総務企画

議案第 75号 町の区域変更について 原案可決 総務企画

議案第 76号 財産の取得について 原案可決 総務企画

議案第 77 号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意 本会議

議案第 78 号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意 本会議

議案第 79号 平成 30 年度奄美市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決 全委員会

議案第 80 号
平成 30 年度奄美市公共下水道事業特別会計補正予算（第２
号）について

原案可決 産業建設

議案第 81号 平成 29 年度奄美市一般会計歳入歳出決算認定について 継続審査 一般会計

議案第 82号
平成 29 年度奄美市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認
定について

継続審査 特別会計

議案第 83号
平成 29 年度奄美市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
歳入歳出決算認定について

継続審査 特別会計

＊付託委員会の一般会計決算等審査特別委員会は「一般会計」、特別会計決算等審査特別委員会は「特別会計」と記載しています。

＊

▽　左ページへ続く　▽
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議案第 84 号
平成 29 年度奄美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

継続審査 特別会計

議案第 85号
平成 29 年度奄美市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定
について

継続審査 特別会計

議案第 86号 平成 29 年度奄美市訪問看護特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査 特別会計

議案第 87 号
平成 29 年度奄美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について

継続審査 特別会計

議案第 88 号
平成 29 年度奄美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認
定について

継続審査 特別会計

議案第 89号
平成 29 年度奄美市ふるさと創生人材育成資金特別会計歳入
歳出決算認定について

継続審査 特別会計

議案第 90 号 平成 29 年度奄美市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査 特別会計

議案第 91号
平成 29 年度奄美市交通災害共済特別会計歳入歳出決算認定
について

継続審査 特別会計

議案第 92号
平成 29 年度奄美市水道事業会計の利益処分及び決算認定に
ついて

継続審査 特別会計

陳情第５号 ミサイル部隊配備反対の市議会決議を求める陳情 取下承認 本会議

▽　右ページの続き　▽

政治家は、その選挙区内にある者に対して
年賀状・寒中見舞状等のあいさつ状を出す
ことが禁止されています。
皆様のご理解とご協力をお願い致します。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています。
（公職選挙法第１４７条の２）

議会からのお知らせ

請願書や陳情書が
提出できます。

市政などに対して意見や要望があるときは、
市議会に請願書や陳情書等を提出すること
ができます。請願書を提出するときは議員
の紹介を必要としますが、陳情書の場合は
必要ありません。提出期限がございますの
で、ホームページをご覧頂くか議会事務局
までお問い合わせ下さい。
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　奄美市議会では、開かれた議会をめざして市民の皆さまに議会の活動状況をお知
らせし、皆さまからのご意見を市政に反映させるために議会報告会を実施していま
す。皆様からの貴重なご意見は、今後の議会報告会のあり方や議会運営の参考とさ
せていただきます。第１１回議会報告会は、６月２日に市内４か所で開催されました。

市集会場
住用会場

担当議員
栄ヤスエ・安田壮平・渡雅之
師玉敏代・大迫勝史・三島照

節田生活館
笠利会場

担当議員
戸内恭次・﨑田信正・与勝広
奥輝人・川口幸義・西公郎

名瀬会場
ＡｉＡｉひろば 小湊地区集会場

参加者数　　　名11

担当議員
平川久嘉・里秀和・林山克巳
伊東隆吉・元野景一・竹山耕平

担当議員
橋口耕太郎・松山さおり・津畑誠
関誠之・多田義一

議 報会 会告回11第

参加者数　　　名17

参加者数　　　名22参加者数　　　名31
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行政当局からの回答 市民の皆様からいただいたご質問やご意見について
行政当局からの回答をご紹介します。

Q１　ポイ捨て条例で自動販売機を設置して
いる場所は，ゴミ箱を設置するとなっている。
これは努力義務で，努力義務は設置しなくて
もいいと良いということなのか。条例であれ
ば罰則規定を設けて欲しい。

Ａ．　ポイ捨て条例の本来の目的は，市民，
事業者，行政が一体となって清潔で美しい
まちづくりを推進することにあります。設
置したゴミ箱には，空き缶以外のものが投
入される等の利用者のマナーの問題もあ
り，やむを得ずゴミ箱を撤去に至った場所
もあるようです。
　条例に罰則規定はありますが，まずは利
用者のマナーの徹底を図り，併せて事業者
へゴミ箱設置の協力を求めていきたいと考
えております。

Q２　小湊フワガネク遺跡について，フワガ
ネク遺跡保存と隣接する歴史資料館整備（博
物館）における検討委員会が開催されないの
はどうしてか。

Ａ．　 小湊フワガネク遺跡の保存及び展
示公開施設の整備等については，平成 30・
31 年度で実施する「史跡小湊フワガネク
遺跡史跡等保存活用計画策定事業」の中で
取り組んでいきます。
　平成 30 年度は，地元の小湊町内会をは
じめ，専門家の先生方，国・県等の関係各
機関で委員会を組織し，小湊フワガネク遺
跡の保存管理に係る現況や今後の活用に関
する話し合いを行います。

Q ３　防犯灯の設置について自治会・集落が
管理しているが，地元に負担をさせず市の予
算の中で全額負担はできないものか。

Ａ．街灯設置費補助金交付要綱に基づき，
自治会等が設置する際の申請に対し，補助
金を交付しております。LED 新設，または
蛍光灯から LED への移行１灯につき上限
15,000 円，専用支柱を伴う設置の場合は１
灯につき上限 25,000 円で補助を行ってい
ます。なお，近年は LED の本体価格も年々
下がっているため，LED 移行 ( 支柱設置を
伴わない ) については 90％程度の補助率に
なっている状況であります。

Q４　博物館企画展事業について，奄美は歴
史的調査がなされてないと思う。この事業に
は調査項目があるのか。市集落は八箇所にオ
デイ（山の神）があり，管理を各組で行って
いる。今，残せるものは記録として残して欲
しい。ぜひ調査をお願いしたい。

Ａ．博物館の常設展示や企画展示に際して
は，事前の調査・研究を十分に行い，その
成果を下に開催をしているところです。
 また，博物館業務及び文化財保護業務の一
環として，歴史・民俗・自然等の調査・研
究を実施しており，平成 29 年度には住用
市集落のオデー（御嶽・御岳）７箇所（う
ち２箇所は消滅）の確認調査をさせていた
だいたところです。今後，集落の方々の協
力をいただきながら，調査・研究を進めて
いきたいと考えております。
※オデー・オデイ ･･･ 信仰の対象となる聖地の呼称

次ページへ続く
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行政当局からの回答

Q ５　国道５８号線（おがみ山バイパス）事
業は，どのような状況になっているのか。大
型事業なのでぜひ，説明会を開催して欲しい。

Ａ．おがみ山バイパス事業におきましては，
9 月県議会定例会において三反園訓知事よ
り来年度（Ｈ 31 年度）から事業再開の表
明がありました。県は来年度予算に必要経
費を計上する方針であり，今後事業再開に
必要な手続きを進めることとしています。
　このため，地権者をはじめ地域の皆様を
対象に「事業説明会」を開催し，改めて事
業内容等について説明する方向で検討して
いるとの事です。本市としましても，おが
み山バイパス事業にあたっては，引き続き
県と連携協力しながら，事業促進に努めて
まいります。

Q６　山田川の河口がふさがれている。トイ
レの浄化槽の汚染流出が心配なため早急な対
応をお願いしたい。

Ａ．小湊山田川の河口につきましては，以
前より要望をいただいておりますが，河口
がふさがっていないため経過を観察してい
るところでございます。
　今後もこまめに調査を行い，干潮時に河
口がふさがりそうになった場合には，早急
な対応を行ってまいりたいと考えていま
す。

Q７　老人クラブでバスを利用しての社会見
学会があった。そのバスでＤＶＤを見れるよ
うお願いしたい。

Ａ．当バスは，公共用バスとして，奄美市
主催の関連事業や老人クラブ等の公共的団
体の活動補助として利用いただいておりま
す。なお DVD 機器設置可能の有無を検討
いたしましたが，主に以下の理由により，
設置を見送ることといたしましたので，ご
理解賜りますようお願い申し上げます。

（１） DVD 機器を設置するためには，バス
の構造上，座席を減らし設置しなければな
らない。そのため，座席数の減につながり，
効率的な活用ができないため。

（２）　設置箇所については，乗降口周辺へ
の設置となるため，頭上の障害となる恐れ
があるため。

Q８　市小中学校の校庭の上にあるプールに
ついて，ポンプで水を引き込んでいたが，ポ
ンプの故障でまた，上流から水を引き込んで
いると聞いた。以前は，危険な山道を学校の
職員やＰＴＡ役員が登り，雨が降るとふさぎ
止めたところに溜まった土砂の除去をしてい
た。早急に現状を確認して修繕して欲しい。

Ａ．市小中学校プールについては，現在，
濾過機本体については異常はありません
が，濾過機ポンプについては使用できてお
らず点検の必要があります。ポンプ同様に
電源制御盤装置の故障も発見したため，ま
ずは，電源制御盤装置の修繕，そして濾過
機ポンプの動作確認や点検を順次実施し濾
過機を活用したプール利用に早期に取り組
んでまいりたいと考えております。

その他、会場で出されたご質問やご意見及びアンケート結果については、
奄美市議会ホームページで掲載しておりますのでご覧下さい。
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議会報告会当日のアンケートから

回答者の男女比・年齢層 次回も参加したいですか

議会報告会でどのような情報が知りたいですか？

奄美市議会に対して望むことは何ですか？

議会報告会に参加した感想を教えてください。

２０代：　　　１人
３０代：　　　２人
４０代：　　　２人
５０代：　　２３人
６０代：　　２８人
７０代：　　１２人
８０代以上：　３人
無回答：　　　１人

年齢層

男女比

男性：　５４人
女性：　１３人
無回答：　５人

回答率

88.9%

参加したい　75％

参加しない　3％

どちらとも
　いえない　15％

無回答　7％

・議会全体としての動き
・奄美市の将来をどう考えているのか

・議員の活動状況
・当初予算の詳しい審議内容

・自由な意見が出来て、とても良かったと思います。
・参加者があまりにも少ないので、もっと広報をした方がいいと思います。
・議員と直接話し合うことで、議員や議会が、身近に感じられた。
・議員定数について新聞等である程度は理解していたが、直接報告を聞いて理解できた。
・事業に対するピンポイントな質問から奄美市の将来という大きな質問まで、幅広い意
▼見とその回答を聞くことができ、大変勉強になりました。
・もう少し時間がほしい。
・課題も含めて考えていかなければならない事も多くある事を考えさせられました。

・陳情された意見に対して、真摯に受け止めてほしい。
・議員の皆さま、ＳＮＳを公開して、市民とやりとりして下さい。
・市会議員は市民の代表であり、市当局と市民をつなぐ大切な絆であってほしい。
・議会が市民の身近に感じられる状況をつくることが、この報告会への参加者を増やす
▼ことにつながるのではないでしょうか。
・もっと地域にとけ込んで欲しい。
・議会報告会は、年間２、３回してほしい。
・土日に一日でいいから開催してほしいです。

皆さまから貴重なご意見やご要望をいただきました。今後の議員活動の中で有意義に
活用させていただきます。議会報告会へ参加していただきありがとうございました。
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豪雨災害義援金 議員研修会

「平成３０年７月豪雨災害義援金贈呈」

　平成 30 年 7 月に、西日本を中心に全国的に

広い範囲で記録的な大雨を観測し、河川の氾濫

や浸水害、土砂災害等が発生し死者や行方不明

者が多数となる甚大な災害が起こりました。

　奄美市議会は、24 名全議員の善意で集まった

12 万円の義援金を被災者のために役立ててもら

えるようにと、9 月４日に師玉議長と戸内副議長

から、朝山市長に手渡しました

「平成３０年度 第１回議員研修会」

　奄美市議会では、毎年、議員研修会を行い議員

の資質の向上に努めています。

　平成 30 年度第 1回議員研修会は、8 月 27 日

に市役所４階大会議室で講演会を開催しました。

　講演会の講師には、株式会社クラインベスト代

表の脇野真梨江氏を招き、「外国人観光客が訪れ

たくなる地域づくり」をテーマに講話をいただき

ました。

産
業
建
設

９月１３日に末広・港土地区画整理事業、マ

リンタウン整備事業、大浜海浜公園リニュー

アル事業について現場視察を行い、事業の概

要や現況について確認を行いました。

各常任委員会の活動

奄美市議会の活動

有
志

総
務
企
画

文
教
厚
生

９月１４日に、総務企画委員会の自主研修会

として，講師に奄美自然環境研究会会長の常

田守氏をお呼びし，「世界自然遺産登録へ向け

て地元住民が知るべきこと」として講演会を

開催しました。今後の政策立案・提言の参考

となる内容でした。

１０月１０日にノネコセンターに視察に行き

ました。ノネコの現状について環境対策課の

職員から説明を受けました。

９月１２日に大島児童相談所の現状と課題に

ついて児童相談所所長から説明があり、その

後意見交換を行いました。
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H30.9.17　敬老祝賀会

H30.11.13　新庁舎見学会

H30.10.28　防災訓練

H30.8.20　中学生ひかり議会
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平
成
30
年
、
災
害
列
島
日
本
を
あ
ら
た
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
地
震
、
豪
雨
、
猛

暑
、
台
風
と
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
お
よ
そ
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
地
域
は
な
い
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
常
襲
地
帯
と
言
わ
れ
る

奄
美
に
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
、
不
思
議
に
直
撃
を
免

れ
て
き
た
奄
美
大
島
も
24
号
台
風
は
、
各
地
域
に
大

き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
す
べ

て
の
人
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
の
猛
威
の
も
と
で
は
、
人
間
に
は
、
な
す

術
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
防
災
対
策
は
、

も
は
や
想
定
外
と
い
う
言
葉
は
使
え
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
想
定
外
を
想
定
す
る
こ
と
こ

そ
い
ま
、
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
で
す
。
奄
美
市
は
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
、
中
心
商
店
街
活
性
化
、

ト
ン
ネ
ル
や
港
湾
埋
め
立
て
、
新
庁
舎
建
設
、
そ

し
て
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
な
ど
、
奄
美
市
の
景
色

が
ど
ん
ど
ん
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
、
想
定
外
を
想
定
し
た
将
来
を
見
据
え
た

議
論
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
私
た
ち
議
員
の
果
た

す
役
割
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

﨑
田
信
正

市 議 会 だ よ り
会編 集 委 員
〈 

委
員
長 

〉

　

林
山　

克
巳

〈 

副
委
員
長 

〉

　

松
山
さ
お
り

〈 

委
員 

〉

　

元
野　

景
一

　

﨑
田　

信
正

　

関　
　

誠
之

　

大
迫　

勝
史

　

津
畑　
　

誠

第４回定例会の予定

開会

一般質問 本会議

常任委員会

最終
　本会議

編集あとがき

「傍聴」
議会は傍聴できます。
（事前連絡は不要です）
奄美市役所名瀬庁舎６階
にお越しください。

議会をご覧になりませんか？

《８月》

　４日 奄美祭り舟こぎ競争

　５日 奄美祭りパレード

　７日 議会だより編集委員会

　８日 政策立案推進会議

２１日 政策立案推進会議

２７日 議員研修会

２８日 議会運営委員会

　　　 政策立案推進会議

《９月》

　３日 議会開会

　　　 全員協議会

　４日 一般質問（５人）

　５日 一般質問（５人）

　６日 一般質問（４人）

　　　 政策立案推進会議

　　　 議会運営委員会

１１日 本会議

　　　 全員協議会

１２日 常任委員会（文教厚生）

１３日 常任委員会（産業建設）

１４日 常任委員会（総務企画）

１８日 政策立案推進会議

２５日 最終本会議

　　　 全員協議会

《１０月》

　３日 決算委員会

　４日 決算委員会

　５日 決算委員会

　９日 全員協議会

１０日 県市議会議長会政務調査（青森県）

２５日 九州市議会議長会理事会（佐賀県）

議会の動き

「議会中継」
議会の様子をインターネッ
トで生中継しています。
是非ご覧ください。

奄美市議会 議会中継

庁舎移転の為、現在の議場で行われる最後の議会です。

一般質問

常任
　委員会


